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障害の「害」の表記について 

障害の「害」の字は、身体障害者福祉法の制定の際に、「礙」「碍」（礙の俗字）が当用漢字の制限を受けて使用できない

ため、代わりに使用されるようになりました。 

しかし、「害」の字にはマイナスイメージが感じられることから、「障害」を「障がい」とひらがな表記することによって、

マイナスイメージを少しでも和らげようとする動きが広がりつつあります。 

一方、国の法令用語や各種計画などにおいては「障害」という表記が統一的に使用されており、別の表記を使うことで、混

乱が生じることが考えられます。 

岡垣町では、「障害」の表記については、さらに検討を要するものと判断し、当面は従来どおり漢字表記することといたし

ました。今後、国の動向や、障害者差別解消条例の制定時期などの機会をとらえて、適切に対応していきます。 

また、「障害」とは、その人自身ではなく、社会との関係性の中にあるものであり、社会の側にあるものと考えます。よっ

て、できる限り「障害者」は、「障害のある人、障害のある方」と表記し、「障害児」は、「障害のある児童」と表記するこ

ととします。 

「地域包括ケアシステム※」のように、用語の右肩に※印があるものは、巻末の資料編に用語解説があります。 


